
まちの予算について
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※各ページの金額は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

収益的支出

資本的収入 7,628万円 9,143万円

公
営
企
業
会
計

資本的収入

資本的支出

2億6,717万円 2億5,973万円

1億6,651万円 1億4,902万円

△1,515万円

資本的支出 2億5,658万円 2億4,670万円 98７万円

△2,600万円

7億6,159万円 7億1,682万円 4,477万円

笠 森 霊 園 事 業 7,765万円 7,465万円 300万円

3,298万円

農業
集落
排水
事業

収益的収入

収益的支出

ガス
事業

収益的収入 7億8,335万円 7億5,037万円

一　般　会　計 48億6,600万円 47億4,500万円 1億2,100万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1０億5,100万円 11億200万円 △5,100万円

後期高齢者医療 2億65万円 1億7,660万円 2,405万円

介 護 保 険 10億8,500万円 11億1,100万円

■ 会計別予算

会　　計　　名 令和８年度 令和７年度 増　減　額 増減率

○ 公営企業会計（14億5,185万円）
　民間企業と同じように事業を行い、収益をあげて運営している予算です。
　長南町では、農業集落排水事業会計とガス事業会計があります。収益的収入及び支出は、
使用者の方に下水の処理やガスを供給するために要した経費を表わし、資本的収入及び支出
は、事業に使用する施設の建設改良などの経費を表わしています。

予算とは？
　新しい年度が始まる前に、1年間（４月から翌年の３月まで）にどのくらいの収入
があるか、その収入をもとにどのような行政サービスを行うのかを計画し、そのため
に必要な費用を見積もります。
　これらの内容をまとめたものが予算書となり、これを町議会で審議して予算を決定
します。

　一般会計、特別会計と公営企業会計の予算を合わせると、87億３，２１５万円になりま
す。

○ 一般会計（４８億6,600万円）
　福祉・教育・道路整備など、基本的な行政サービスを行うための予算です。
　主な収入は、町税、地方交付税、国・県支出金、地方債（町の借金）などです。

○ 特別会計（24億1,430万円）
　特定の目的の事業を行うための予算で、国民健康保険税や介護保険料などの特定収入があ
り、一般会計と区別して経理する予算です。
　長南町では、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、笠森霊園事業の４つの特別会計
があります。

1,749万円

744万円

2億6,717万円 2億5,973万円 744万円

1億4,334万円 1億4,847万円 △513万円

令和8年度の予算総額は 8７億３,２１５万円

- ２ -



◎歳入予算の前年度からの主な増減内容

●農林水産業費は、農地中間管理機構集積補助金の増、
　改善センター空調設備更新工事の実施などにより前
　年度比1億3,624万円の増額（+43.7％）

●土木費は、トンネル・橋梁点検の皆減、橋梁修繕事業
　費の減などにより、前年度比1億2,078万円の減額
（△27.8％）

 ●物件費は、庁内ＬＡＮ用パソコンリース料の増加、
　画地計測及び土地経年変化修正委託料の増加などに
　より前年度比3,964万円の増額（＋4.8％）

 ●補助費等は、農地中間管理機構補助金の増加などに
　より前年度比3,404万円の増額（＋3.7％）

　●国庫支出金は、トンネル・橋梁点検、橋梁修繕事業の財源とする補助金の減など
　　により、前年度比5,947万円の減額（△14.5％）

　●町債は、直売所交流施設建設事業の財源である過疎対策事業債の増などにより、
　　前年度比1億20万円の増額（＋69.3％）

　●ゴルフ場利用税交付金は、ゴルフ客の増加に伴い前年度比2,500万円の増額
　　（＋25.0％）

一般会計【歳出】予算
目　　的　　別 性　　質　　別

◎目的別歳出予算の前年度からの主な増減内容 ◎性質別歳出予算の前年度からの主な増減内容

●総務費は、 総務費は、直売所交流施設建設事業の実施
　により前年度比9,061万円の増額（＋9.6％）

 ●人件費は、地域手当支給率の増加や共済費の増加など
　により前年度比3,128万円の増額（＋2.6%）

一般会計【歳入】予算

 自主財源
　　町が自主的に調達できる財源
　　です。

 依存財源
　　 国や県から交付されたり、割り
　　 当てられる財源や、町債（借金）
　　 による財源です。

　●町税は、ほぼ横ばいの前年度比640万円の減額（△0.6％）

町税

11億1,765万円

(23.0%） 繰入金

3億4,300万円(7.1%)

繰越金など

8,694万円(1.7%)

諸収入

8,423万円(1.7%)

使用料及び手数料

6,395万円(1.3%)

分担金及び負担金

6,415万円(1.3%)

地方交付税

17億8,000万円(36.6%)国庫支出金

3億4,943万円(7.2%)

県支出金

2億6,409万円(5.4%)

町債

2億4,480万円(5.0%)

地方消費税交付金

2億1,000万円(4.3%)

ゴルフ場利用税交付金

1億2,500万円(2.6%)

地方譲与税

8,076万円(1.7%)

環境性能割交付金など

5,200万円(1.1%)

自主財源

36.1%

依存財源

63.9%

議会費

7,461万円

(1.5%)

総務費

10億3,057万円

(21.2%)

民生費

11億7,522万円

(24.1%)

衛生費

4億2,177万円

(8.7%)

農林水産業費

4億4,777万円

(9.2%)

商工費

5,848万円

(1.2%)

土木費

3億1,331万円(6.4%)

消防費

1億9,906万円(4.1%)

教育費

5億447万円(10.4%)

公債費

4億2,864万円

(8.8%)

諸支出金

2億210万円(4.2%)

予備費

1,000万円(0.2%)

人件費

11億2,792万円

(23.2%)

補助費等

9億5,688万円

(19.6%)
物件費

8億6,964万円

(17.9%)

扶助費

4億7,492万円

(9.8%)

普通建設事業費

4億5,606万円

(9.4%)

公債費

4億2,864万円

(8.8%)

繰出金

4億1,950万円

((8.6%)

積立金

7,010万円(1.4%) 維持補修費など

6,234万円(1.3%)

- ３ -



199万円
●広域組合と総合事務組合
　への負担金

総務費における人件費
（町長・副町長の人件費含む）

☆千葉県議会議員選挙に関す
   る経費

●ふるさと納税に関する経費 1,856万円
●地デジ対策施設の維持管理
　に関する経費（無線・有線）

2,146万円

●税務システムに関する経費 4,965万円
●住民記録、戸籍システムに
　関する経費

2,842万円

●結婚新生活支援事業補助金 150万円
●デマンド乗合タクシーの
　運行経費

1,500万円

●地域おこし協力隊員に関する
　経費（２人、お試し居住の実施含む）

1,824万円
●若者定住及び三世代同居
　促進奨励金

1,220万円

●南部開発公社の債務補償に
　係る補償金

3,163万円
●広報ちょうなん発行に
　関する経費

555万円

●長南フェスティバルに
　関する経費

594万円
●空き家バンク登録促進事業
　に関する経費

240万円

●交通安全施設（道路標識
　等）の管理に関する経費

200万円 ●自主防災組織補助金 129万円

●防災行政無線の維持管理に
　関する経費

539万円
●防犯灯の管理に関する
　経費

765万円

●地域活性化起業人に関する
　経費

590万円
●庁舎の維持管理に関する
　経費

3,214万円

●庁舎内LAN・LGWAN（行政
　機関専用ﾈｯﾄﾜｰｸ）に関する経費

10,037万円
●自転車乗車用ヘルメット購
   入費補助金

18万円

　企画調整、財務・財産管理、広報、戸籍、税務、選挙のほか庁舎管理など役場の全般的
な経費で主なものは次のとおりです。

●直売所交流施設建設事業に
   関する経費

9,872万円 ☆DX推進に関する経費
（リモートワーカ育成、ＡＩ活用支援）

385万円

総務費 10億3,057万円

令和8年度 歳出予算の主な内容（一般会計 目的別）

議会費 7,461万円

　議会の活動に要する経費で主に議員の報酬、会議録や議会だよりの作成などの経費です。

4,500万円
●常任委員会や特別委員会
　などの研修に関する旅費

69万円

議会費における人件費 3,378万円

●議会だより発行に関する
　経費

100万円
●議会中継システムに関す
   る経費

170万円

●議員報酬、期末手当など

☆印は前年度当初予算

にない新たな経費

1億1,098万円

3億2,666万円

１億3７万円

- ４ -



145万円

●保育所送迎バス運行経費 1,545万円
●保育所の維持管理に関する
　経費

836万円

民生費における人件費 1億8,956万円

●保育所の給食に関する経費 915万円
●保育所の教材費、異文化
　ふれあい体験に関する経費

●ひとり親家庭等医療費等
　助成に関する経費

348万円 ●児童手当 8,241万円

●放課後児童クラブ事業に
　関する経費

737万円
●子育て交流館維持管理に関
　する経費

461万円

●支援対象児童見守り強化
　事業に関する経費

565万円
●私立幼稚園等施設利用料の
　給付に関する経費

1,007万円

●地域こどもの生活支援強化
　事業委託料（こども食堂）

299万円
●病児保育利用料の助成に
　関する経費

4万円

●老人クラブ活動に対する
　補助金

139万円
●シルバー人材センターに
　対する補助金（運営費）

470万円

●在宅支援事業（紙おむつ購
　入費等助成）に関する経費

162万円 ●出産祝金（1人あたり10万円、
　 第3子以降30万円）

290万円

●町社会福祉協議会に対する
　補助金（運営費など）

1,820万円 ●長寿祝金 232万円

●老人保護措置に関する経費 918万円
●緊急通報システムに関する
　経費

303万円

●障害者自立支援医療費に
　関する経費

318万円
●重度心身障害者（児）医療
　費助成に関する経費

1,482万円

●障害児施設給付費に関する
　経費

3,565万円
●障害者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの運営や
　入居者の家賃に関する経費

688万円

●ふれあい事業に関する経費
（訪問介護・短期入所（町単））

77万円
●介護予防支援、ケアマネジ
　メント作成に関する経費

467万円

●精神病医療費助成に関する
　経費

101万円
●障害福祉サービスに関する
　経費（介護・訓練等給付）

●後期高齢者医療特別会計へ
　の繰出金

4,220万円
●後期高齢者医療給付費、
　広域連合事務に関する経費

●広域組合への負担金
（障害支援区分認定審査会関係）

49万円
●地域生活支援事業に関する
　経費

1,212万円

民生費 11億7,522万円

　社会福祉、障害福祉、老人、児童などの社会保障の経費で主なものは次のとおりです。

●国民健康保険特別会計への
　繰出金

6,737万円
●介護保険特別会計への
　繰出金

1億8,468万円

1億3,637万円

2億6,555万円

- ５ -



●地域おこし協力隊員に関する
　経費(３人：特産品や林業振興事業など)

1,648万円
●森林整備事業補助金
（間伐・植栽などの促進）

161万円

農林水産業費における
人件費

9,677万円

●新規就農者等の育成支援
　に関する経費

1,065万円
●多面的機能支払に関する
　経費

4,940万円

☆ラジコン草刈機購入経費 406万円
●農村環境改善ｾﾝﾀｰの維持
　管理・運営に関する経費

4,557万円

●鳥獣被害防止、駆除対策に
　関する経費

3,745万円
●経営規模拡大農地集積奨励
　補助金

1,404万円

●地域農業整備事業補助金 2,200万円
●飼料用米等拡大支援事業
　補助金

893万円

農林水産業費 ４億4,777万円

　農業委員会の運営や農林業の振興、土地改良などの経費で主なものは次のとおりです。

●農業委員（8人）、農地利用
　最適化推進委員（11人）報酬

777万円 ●農業機械修理支援補助金 200万円

●合併処理浄化槽設置整備
　補助金

612万円
●住宅用設備の脱炭素推進等
　に関する設置補助金

380万円

衛生費における人件費 1億1,207万円

☆がん患者補装具等支援事業
　給付金購入助成

15万円
●青年・後期高齢者健康診査
　等に関する経費

946万円

●がん検診等に関する経費 1,367万円 ●水質調査等に関する経費 191万円

●妊婦・乳児健康診査等に
　に関する経費

366万円 ●妊婦のための支援給付金 200万円

●子育て応援アプリに関する
　経費

26万円 ●健康運動教室に関する経費 117万円

●広域火葬場・斎場事業負担金
（長南聖苑に関する経費）

1,631万円
●広域組合への負担金
（保健衛生・ごみ処理関係）

1億1,160万円

●予防接種に関する経費
（乳幼児 から 高齢者 まで）

2,129万円
●子ども（高校生等含む）
　医療費扶助に関する経費

2,103万円

衛生費 4億2,177万円

　健康管理などの保健衛生や、ごみ処理、公害対策など生活環境を保持するための経費で
主なものは次のとおりです。

●広域水道会計負担金 2,917万円
●広域病院事業会計負担金
（長生病院に関する経費）

4,298万円

1億1,155万円

- ６ -



7,012万円

●都市計画基礎調査に関する
　経費

505万円

消防費 1億9,90６万円

　長生郡市広域市町村圏組合の消防署や消
防団の活動などにかかる経費です。

●広域消防費負担金
（消防署, 消防団関係）

1億9,906万円

土木費における人件費

●橋梁維持、修繕工事などに
　関する経費

3,413万円
●河川の維持管理に関する
　経費

3,450万円

●町営住宅の維持管理などに
　関する経費

1,272万円
●住宅の耐震診断・耐震改修
　・リフォームに関する経費

518万円

●地籍調査事業に関する経費 387万円
●道路愛護・川をきれいに
　する運動事業に関する経費

322万円

●道路維持、修繕工事、舗装
　本復旧などに関する経費

11,027万円
●道路改良工事などに
　関する経費

1,848万円

　道路や河川などの整備、維持管理などにかかる経費で主なものは次のとおりです。

●町道などの道路照明の維持
　管理に関する経費

206万円
●町道の道路台帳整備に
　関する経費

594万円

●花火大会実行委員会補助金
（花火大会実施に関する経費）

260万円

商工費における人件費 1,580万円

土木費 3億1,331万円

●観光PR、ｺﾞﾙﾌ場ｷｬﾝﾍﾟｰﾝなど
　に関する経費

325万円 ●観光施設維持管理等経費
（野見金公園・熊野の清水公園など）

2,092万円

●首都圏自然歩道の維持管理
　に関する経費

199万円 ●観光協会への補助金 211万円

商工費 5,848万円

　商工業の振興、観光などにかかる経費で主なものは次のとおりです。

●長南工業団地内道路や公園
　等の維持管理に関する経費

614万円 ●町商工会運営費補助金 420万円

１億1,027万円
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　町が借り入れた町債の返済にかかる経費
です。

●借入金の返済
（元金・利子）

公債費 4億2,864万円

4億2,864万円

教育費における人件費
（教育長の人件費含む）

1億4,986万円

 一 般 会 計 予 算 の 総 額 ４８億６，６００万円

諸支出金 2億210万円

　他の支出科目に含まれない経費をまとめ
たもので、普通財産の取得や基金への積
立、公営企業会計への補助金などの経費で
す。

●財政調整基金など各種基金
　への積立に要する経費

7,010万円

●農業集落排水事業
　会計への補助金

1億3,200万円

●スポーツ施設の維持管理に
　関する経費（野球場など）

328万円
●給食所の管理・運営（食材
　費など含む）に関する経費

8,974万円

●小中学校の給食費補助金
 （給食費無償化）

2,296万円

●海洋センターの指定管理に
　関する経費

3,614万円 ●文化財保護に関する経費 585万円

●スケートパーク長南の指定
　管理に関する経費

533万円 ●スポーツ推進に関する経費
（少年団、武道教室、ｽﾎﾟｰﾂ協会等）

396万円

●小・中学校の施設維持管理
　に関する経費

2,823万円
●二十歳のつどい、七歳児合
同祝に関する経費

51万円

●生涯学習事業（各種教室・
　講座など）に関する経費

244万円
●公民館の維持管理・運営に
　関する経費

1,217万円

●ICT推進事業に関する経費
 （小・中学校）

3,008万円
●英語指導助手（ALT）に
　関する経費（小・中学校）

970万円

●就学援助費（小・中学校） 468万円
☆中学校生活棟照明ＬＥＤ
　交換工事

2,900万円

●ｷﾗﾘ輝く長南っ子事業補助金
（特色ある教育活動への補助）

200万円
●語学研修事業に関する
　経費

203万円

●教育費負担軽減補助金
 （小4千円/人、中5千円/人）

152万円
●スクールバスの運行経費
（小学校）

4,100万円

教育費 ５億４４７万円

　教育委員会の運営、教育施設の維持管理、学校教育、生涯学習にかかる経費で主なもの
は次のとおりです。

●教育委員報酬（4人分） 134万円
●コミュニティ・スクール
　推進事業に関する経費

401万円
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●総務費に関する経費
 （人件費・委託料・使用料など）

4,320万円

●その他の経費 160万円

915万円

 介護保険特別会計 11億1,100万円

　介護保険は、介護を必要とする高齢者の増加や核家族化の進行のなか、40歳以上の方
から介護保険料をご負担いただき、介護を社会全体で支える制度です。加齢による病気等
で介護や日常生活の支援が必要となった場合に、その人が持つ心身の能力を活かし、自立
した日常生活を営めるように、必要なサービスを総合的・一体的に提供するために必要な
経費で、主なものは次のとおりです。

●地域支援事業に
　関する経費

5,031万円

●介護保険給付に
　関する経費

10億1,589万円

●その他事務経費

 後期高齢者医療特別会計 ２億65万円

　７５歳以上の人（一定の障害のある人は６５歳以上）は、これまで加入していた保険
（国民健康保険・職場の健康保険・共済組合・船員保険）から脱退し、新たに後期高齢者
医療制度に加入します。
　この事業では、運営主体の千葉県後期高齢者医療広域連合への負担金、人間ドック助成
金を支払います。

●千葉県後期高齢者医療
　広域連合への納付金

1億8,570万円
●人間ドックの助成に関する
　経費

580万円

●特定健康診査など保健事業
　に関する経費

2,930万円

●人件費、委託料、リース料
　などの経費

2,950万円

●その他の経費 400万円

 国民健康保険特別会計 10億5,100万円

    国民健康保険は、病気やケガに備えて加入者が保険税を納め、万一のときの医療費など
にあてる「助け合い」の制度です。
　職場の社会保険に加入している人とその扶養家族、後期高齢者医療制度の被保険者およ
び生活保護を受けている世帯の人以外は、国民健康保険に加入しなければなりません。
　令和８年2月末現在の被保険者数は1,758人、1,204世帯で、主な経費は次のとおりで
す。
　なお、今までは町が国民健康保険を運営してきましたが、平成30年4月から県と町が一
緒に運営しています。

●医療給付事業に
　関する経費

７億3,800万円
●国民健康保険事業費
　納付金(県へ支払う納付金)

2億5,020万円

- ９ -



2億5,973万円

2億5,973万円

7億8,335万円

7億6,159万円

●料金の収納や業務の執行に
　関する経費

2,066万円
●処理施設維持管理に関する
　経費

1億180万円

●借入金の返済
（元金・利子）

1億1,464万円 ●その他の経費 1,082万円

●修繕費 631万円 ●減価償却費 1億7,946万円

　農業集落排水事業は現在、豊栄東部地区、芝原地区、給田地区の3地区で供用していま
す。各家庭からの生活排水を処理場で浄化し、きれいな水にして川に放流しています。
　また、発生した汚泥については肥料化して農地還元を図っています。財源については、
使用者からの使用料や一般会計からの補助金で運営しています。

●園内の施設維持管理に
　関する経費

814万円

 農業集落排水事業会計

　収益的収入 　 資本的収入 1億4,847万円

　収益的支出 　 資本的支出 1億4,902万円

 笠森霊園事業特別会計 7,765万円

　町営笠森霊園は、墓所管理に係る事務と施設の維持管理を行っています。園内の清掃作
業は、笠森霊園管理事業組合に委託し、景観の保全や施設の整備など利便性の向上に努め
ています。

●墓所管理事務に関する経費 5,027万円
●園内の清掃作業に関する
　経費

1,924万円

 ガス事業会計

　収益的収入 　 資本的収入 7,628万円

　収益的支出 　 資本的支出 2億5,658万円

　長南町・睦沢町に都市ガスを供給しています。皆さまのガス料金を財源に安心安全なガ
スの供給に努めます。主な経費は次のとおりです。

●天然ガスの仕入 ３億9,457万円 ●修繕費 1,774万円

●本支管等の工事費 1億3,750万円
●メーターの検針や点検など
　の外部委託費

5,657万円

●宅内工事費 3,364万円
●借入金の返済
（元金・利子）

5,502万円

●一般会計等への工事負担金 4,483万円 ●減価償却費 1億4,811万円

●人件費 6,268万円 ●その他の経費 6,751万円
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 　急速に進展する少子高齢化の中で、国民の誰もが安心して暮らすことができるよう国と地方が

 担っている社会保障の財源を安定して確保するため、消費税・地方消費税の税率が平成26年4月

 1日から「８％」に、令和元年10月1日から「１０％」に引き上げられました。

１ 地方消費税とは

　　地方消費税は、国税である消費税と同様に、事業として行った商品の販売、サービスの提供

　等の国内取引や外国貨物の引取りに対して課税される都道府県税ですが、その税収の２分の１

　は市町村に地方消費税交付金として交付されます。地方消費税は、都道府県と市町村の貴重な

　財源として身近な行政にいかされています。「１０％の消費税」と言われているものは、消費

　税（国税）の７.８％分と地方消費税（都道府県税）の２.２％分を合計したものを指します。

２ 引上げ分の消費税収入の使途の明確化

　　引上げ分の国分の消費税収入については、毎年度、制度として確立された年金、医療及び介

　護の社会保障給付並びに少子化に対処するための施策に要する経費（社会保障４経費）に充て

　るものとされ、また、引上げ分の都道府県税分の地方消費税収入（市町村への交付金を含む）

　については、社会保障４経費及びその他社会保障施策（社会福祉、保健衛生及び社会保険に関

　する施策）に要する経費に充てられます。

　　令和８年度長南町一般会計予算における地方消費税交付金の予算額は ２億１，０００万円で、

　このうち１億689万円が引上げ分の増収分と見込んでいます。

●令和８年度一般会計予算における社会保障施策経費への充当内容

1億689万円5,085万円4億2,067万円11億2,746万円合　　計 5億4,905万円

2億9,741万円社会保険
（国保・介護保険等）

4億3,155万円 6,624万円 1,000万円 5,790万円

保健衛生
（健康増進、母子保健等）

1億4,372万円 920万円 2,067万円 1,855万円 9,530万円

社会福祉
（障がい者・高齢者・

児童福祉等）

5億5,219万円 3億4,523万円 2,018万円 3,044万円 1億5,634万円

地方消費税交付
金（社会保障財

源化分）
そ の 他

区　　分
令和８年度

予算額

財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

国・県支出金 そ の 他

消費税・地方消費税率の引き上げ

≪国税≫

消費税 ７.８%

≪都道府県税≫

地方消費税 ２.２%

都道府県税分の

うち２分の１は

市町村に交付

１０％の消費税
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会計区分
年度

■ 町の財政状況の指標（指数）

町債（借金）の返済に必要な財源を確保し、将来的に町の財政
を健全に運営するための基金です。

1億2,398万円減 債 基 金

福祉活動の促進と快適な生活環境を築くための基金です。3,688万円福 祉 振 興 基 金

地域づくりを円滑に推進し、将来のまちづくりに有効活用する
ための基金です。

2,414万円地 域 づ く り 基 金

特 別 会 計 分

地 方 創 生 基 金

町にご寄附いただいた「ふるさと納税寄附金」を、町が定める
事業に充てるための基金です。(寄附者は事業を選択できます)

4,242万円ふ る さ と 創 生 基 金

将 来 負 担 比 率
借入金や将来支払うことになる負担金などが、現時点でどの程度になるかを示
す指標で、将来財政を圧迫する可能性を比率で示すものです。

27.4

実質公債費比率
借金の返済に費やした額が、町の財政規模のうちどれだけの割合を占めるかを
指標化したものが実質公債費比率です。

7.3

経 常 収 支 比 率
町税や地方交付税など、毎年決まって入る収入に対して、人件費や扶助費な
ど、毎年決まって支出されるお金の割合を示す指標です。

85.3

　直売所交流施設建設事業の借り入れにより、令和8年度末（見込み）の地方債借入金残高は、50
億2,098万円となる見込みです。残高や償還額（返済）が多いと、町の財政運営は厳しくなるの
で、借入額と返済額のバランスを考慮し、借入金残高が過大にならない管理が必要です。

財 政 力 指 数
財政力を示す指数で、この指数が高いほど財源に余裕があると言えます。財政
力指数が１を超えると地方交付税が交付されなくなります。

0.42

※下記の数値は令和6年度決算から算定した数値

5億1,998万円

合　　計 58億6,084万円 57億5,440万円 55億7,386万円 52億1,990万円 50億2,098万円

42億877万円

農 業 集 落 排 水 事 業 7億6,458万円 6億2,476万円 4億9,996万円 ３億8,078万円 2億9,223万円

地
　
方
　
債

一 般 会 計 45億4,573万円 46億2,264万円 45億9,216万円 43億3,467万円

ガ ス 事 業 5億5,053万円 5億700万円 4億8,174万円 5億445万円

R4 R5 R6 R７(見込) R８(見込)

　町が事業を行うにあたり、財源が不足する場合、特に一時に多額の資金を必要とするときに、外
部（政府、地方公共団体金融機構、民間金融機関など）から資金調達するために負担する債務で、
その返済が一会計年度を超えて行われるもの（将来にわたって少しずつ返済していくもの）を地方
債（町債）といい、いわゆる町の借金です。将来、便益を受けることとなる後世代の住民と現世代
の住民との間で負担を分散し、公平性を持たせることを可能としています。

町　債　残　高　の　推　移　（各年度末）

■ 町の借金（町債の状況）

森 林 環 境
1,757万円

間伐や人材育成、担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等
の森林整備及びその促進に充てるための基金です。

定
額
運
用

基
　
　
金 土 地 開 発 基 金 1億6,973万円 必要な公共用地を先行して取得するための基金です。

経済的に就学が困難な方、近代的な農業経営を行おうとする方
に資金を貸し出すための基金です。

989万円奨 学 基 金

そ
の
他
特
定
目
的
基
金

譲 与 税 基 金

公 共 施 設 等
4億107万円

公共施設等の建設や改修などに必要な経費の財源に充てるため
の基金です。整 備 基 金

過疎地域持続的発展
3,851万円

平成22年に過疎地域の指定を受けたことから過疎地域の持続
的発展を図る事業に充てるための基金です。特 別 事 業 基 金

企業版ふるさと納税
300万円

町にご寄附いただいた「企業版ふるさと納税寄附金」を、ま
ち・ひと・しごと創生寄附活用事業に充てるための基金です。

■ 町の貯金（基金の状況）　※金額は令和7年度末現在の基金残高

財
政
調
整

基
　
　
金

笠 森 霊 園 事 業
2,583万円

笠森霊園事業の運営に関する財源に不足が生じた場合に、調整
するための基金です。

災害復旧や地方債の繰上償還など、財源に不足が生じたときの
財源を積み立てておくための基金です。

10億9,307万円一 般 会 計 分

合　　計 19億9,109万円

500万円
伊藤園グリーンクラブの活動による寄附金を基にして、こども
の遊び場づくりを推進するための基金です。

伊藤園グリーンクラブ
こどもの遊び場づくり

令和８年５月
発行／編集 長南町／企画財政課 ℡0475-46-2113

〒297-0192 千葉県長生郡長南町長南2110


